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� 役場

　
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
財
源
の
う
ち
、
町
税
収
入
（
町
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ

税
）
は
前
年
度
比
３
・
１
％
減
の
１
億
９

８
７
２
万
円
。
ま
た
、
特
別
会
計
や
基
金

か
ら
の
繰
入
金
は
、
役
場
庁
舎
建
設
基
金

繰
入
金
や
ふ
る
さ
と
応
援
金
繰
入
金
な
ど

か
ら
の
繰
入
額
の
増
な
ど
で
前
年
度
比
１

４
２
・
２
％
増
の
６
億
７
３
８
９
万
円
。

ほ
か
に
使
用
料
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
付
金
及
び
諸
収
入
な
ど
を
加
え
た
自
主

財
源
は
、
全
体
の
30
・
88
％
に
あ
た
る
20

億
１
０
３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
、
国
・
道
支
出
金
、

町
債
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
調
達
を
国
や

道
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
依
存
財
源
は
44

億
９
９
７
０
万
円
と
全
体
の
69
・
12
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
町
づ
く
り
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
５
・

４
％
減
の
17
億
５
７
０
０
万
円
。
一
定
の

事
業
な
ど
に
対
し
、
国
や
道
か
ら
補
助
金

や
負
担
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
国
・
道
支

出
金
は
前
年
度
比
20
・
55
％
増
の
10
億
１

０
７
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
が
行
う
事
業
や
地
方
交
付
税
の
不
足

分
な
ど
を
補
う
財
源
と
し
て
借
り
る
町
債

は
、
前
年
度
比
76
・
４
％
増
の
16
億
３
９

３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
人
件
費

　
議
員
や
職
員
の
給
与
、
委
員
報
酬
な
ど

で
、
前
年
度
比
１
・
６
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
物
件
費

　
消
耗
品
の
購
入
や
光
熱
水
費
、
各
種
委

託
料
な
ど
で
す
。
前
年
度
比
５
・
１
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
維
持
補
修
費

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
や
道
路
の
除

排
雪
料
な
ど
で
す
。

　
前
年
度
比
３
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一般会計骨格予算　６５億１,０００万円
令和３年度

　令和３年度は、４月25日に町長選を控え

ているため、最低限必要な経費を盛り込む

編成（骨格予算）としましたが、令和３年

度必ず行わなければならない２つの特別な

支出により、過去最大規模の65億1,000万円

となっています。

　特別な支出のうち、１つが消防車両購入の

ための負担金約6,200万円、もう１つが中心

拠点誘導複合施設『かなえ～る』とその周

辺整備の建設事業費約31億円です。

　この建設事業費31億円のうち、令和３年

度の町の実質的な持ち出し(一般財源)は171

万5,000円とわずか0.06％に抑えられてい

ます。これには、庁舎単独での建設ではな

く、図書館、地域交流センター、地域防災

センターと複合施設としたこと、複雑な事

務処理を行い有利な補助金を獲得したこと、

大半を国が肩代わりする有利な借り入れを

行ったこと、緊縮財政により積み立てた基

金の活用が要因です。

3.1% 町税

10.4% 繰入金

5.5% 寄付金

10.7% 諸収入

1.3% その他の収入

1.4% 各種交付金等

27.0% 地方交付税

15.5% 国・道支出金

25.2% 町債
自主財源

依存財源9.7% 人件費

10.9% 物件費

2.0% 維持補修費

7.3% 扶助費

6.7% 補助費等

48.4% 建設事業費

7.2% 公債費

2.4% 積立金

5.1% 繰出金

0.2% 予備費

歳
入

過去最大規模ながら
町負担を最小限に！
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役場

◆
扶
助
費

　
障
が
い
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
や
児
童
手

当
や
子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
で
す
。
前
年

度
比
１
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
補
助
費
等

　
町
が
各
種
団
体
等
に
支
払
う
負
担
金
や

助
成
金
で
す
。

　
消
防
車
両
２
台
更
新
な
ど
の
た
め
、
前

年
度
比
14
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
建
設
事
業
費

　
建
物
の
建
設
や
改
修
な
ど
の
ほ
か
、
資

本
形
成
さ
れ
る
性
質
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

『
か
な
え
～
る
』
と
周
辺
整
備
な
ど
の
た

め
、前
年
度
比
１
２
７
・
３
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
公
債
費

　
借
金
や
利
子
の
支
払
い
に
係
る
費
用
で
、

前
年
度
比
10
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
積
立
金

　
町
が
今
後
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の

で
、
前
年
度
比
23
・
６
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
操
出
金

　
他
会
計
へ
繰
り
出
さ
れ
る
も
の
で
、
前

年
度
比
５
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
予
備
費

　
予
測
で
き
な
い
支
出
に
備
え
る
も
の
で
、

前
年
度
比
33
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
当
初
予
算
総
額
は
前
年
度
比
34
・

５
％
増
の
70
億
５
４
４
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

会計別の当初予算額

区　　　　分
予　　　　　算　　　　　額

令和３年度(Ａ) 令和２年度(Ｂ) 比較(Ａ－Ｂ) 増減率(Ａ－Ｂ)／(Ｂ)

一 般 会 計 65億1,000万円 46億5,500万円 18億5,500万円 39.8％

特 別 会 計 5億4,440万円 5億9,020万円 ▲4,580万円 ▲7.76％

特
別
会
計
内
訳

国 民 健 康 保 険 事 業 1億2,640万円 1億2,620万円 20万円 0.2％

後 期 高 齢 者 医 療 7,050万円 6,970万円 80万円 1.1％

簡 易 水 道 事 業 1億1,300万円 1億4,800万円 ▲3,500万円 ▲23.6％

公 共 下 水 道 事 業 1億8,900万円 1億9,700万円 ▲800万円 ▲4.1％

介護保険サービス事業 4,550万円 4,930万円 ▲380万円 ▲7.7％

総　　　　額 70億5,440万円 52億4,520万円 18億0,920万円 34.5％

3.1% 町税

10.4% 繰入金

5.5% 寄付金

10.7% 諸収入

1.3% その他の収入

1.4% 各種交付金等

27.0% 地方交付税

15.5% 国・道支出金

25.2% 町債
自主財源

依存財源9.7% 人件費

10.9% 物件費

2.0% 維持補修費

7.3% 扶助費

6.7% 補助費等

48.4% 建設事業費

7.2% 公債費

2.4% 積立金

5.1% 繰出金

0.2% 予備費

歳
出

【図】中心拠点誘導複合施設『かなえ～る』整備事業
事業費　34億2,901万円（H29～R３の総事業費)

※借入に係る利子は含まれていません。 ※千円以下は四捨五入しています。

13億7,750万円
国等支出金

実質国等負担

22億6,403万円

（約68％）

実質町負担

10億5,447万円

（約32％）

国等負担
13億7,750万円

国負担
８億8,653万円

町負担
９億9,887万円

一般財源
5,560万円

基金
１億1,051万円

地方債
18億8,540万円 5,560万円

一般財源
１億1,051万円

基金

９億9,887万円

は12～30年で

返済します

来月号では、令和３年度に行う事業をお知らせします
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� 議会

行
政
報
告

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
の
開
会
に
あ

た
り
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
白
紙
状
態
と
申

し
上
げ
て
き
た
私
の
進
退
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
先
般
の
新
聞
報
道
の
と
お
り
、
今
年

４
月
に
行
わ
れ
る
古
平
町
長
選
挙
に
は
、

出
馬
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
由
の
１
つ
と
し
て
、
こ
の
古
平

町
に
生
ま
れ
育
ち
、
深
い
思
い
を
も
っ
た

方
が
出
馬
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
が
４

年
前
、
立
候
補
し
た
経
過
を
考
え
た
時
、

私
が
出
馬
し
て
ま
ち
を
二
分
し
、
混
乱
を

き
た
す
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
こ
と
。

　

２
つ
目
の
理
由
は
、
何
十
年
来
に
わ

た
っ
て
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
役
場
庁
舎

と
文
化
会
館
の
移
転
改
築
、
ま
た
、
町
民

の
悲
願
で
あ
っ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
代
替
施
設
と
し
て
、
介
護
医
療
院
の
開

設
に
目
処
が
立
ち
、
さ
ら
に
、
当
町
の
医

療
体
制
も
身
の
丈
に
あ
っ
た
形
で
充
実
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

　

３
つ
目
は
、
悪
化
し
て
い
た
町
財
政
も

基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
運
営
で
き
る
ま
で

改
善
で
き
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
私
と
し
て
は
古
平

町
を
去
る
べ
き
時
と
考
え
た
次
第
で
す
。

　

次
に
、
本
定
例
会
で
あ
り
ま
す
が
、
第

１
回
定
例
会
は
本
来
、
年
間
分
の
予
算
を

組
み
、
１
年
間
の
町
政
執
行
の
方
針
を
述

べ
て
審
議
す
る
議
会
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
４
年
に
一
度
の
首
長

選
挙
の
実
施
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

分
の
政
策
に
関
す
る
予
算
は
一
切
組
ま
な

い
、
急
施
を
要
す
る
事
業
及
び
継
続
事
業

を
中
心
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算
と

し
て
編
成
し
、
今
年
度
の
政
策
予
算
は
、

次
期
首
長
に
委
ね
る
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
首
長
が
交
代
す
る
の
に
財
源
を
無

視
し
て
腹
一
杯
の
予
算
を
組
み
次
の
首
長

に
渡
す
と
い
っ
た
４
年
前
の
当
町
の
よ
う

な
行
儀
の
悪
い
予
算
編
成
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
皆
さ
ま
は
新
し
い
政
策
を
求

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の
首
長
さ
ん
と
話

し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
の
審
議
に
町
の
政
策
が
出
せ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
町
政
執
行
方
針
等
、

行
政
に
関
す
る
議
会
報
告
も
お
話
を
で
き

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
定
例
会

に
事
前
に
紙
と
し
て
お
渡
し
で
き
る
も
の

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

定
例
会
は
私
の
任
期
中
、
最
後
の
定
例
会

で
、
こ
の
よ
う
に
議
員
、
職
員
全
員
が
参

集
す
る
形
の
議
会
も
最
後
で
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
運
営
に
あ
た
り
、
今
後
に

亘
っ
て
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
数
点
を

報
告
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　
１　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
骨
格

予
算
な
が
ら
65
億
円
と
い
う
過
去
最
大
規

模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
通
常
の

予
算
編
成
時
に
は
計
上
さ
れ
な
い
事
業
と

し
て
過
積
載
消
防
車
の
対
応
の
た
め
の
北

後
志
消
防
組
合
の
負
担
金
６
２
０
０
万
円

や
継
続
事
業
と
し
て
庁
舎
等
建
設
及
び
そ

れ
に
関
連
す
る
整
備
等
の
建
設
事
業
費
約

31
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
た

だ
し
、
こ
の
31
億
円
の
財
源
内
訳
は
、
国

費
及
び
財
団
補
助
金
で
12
億
円
、
財
源
付

地
方
債
で
14
億
３
０
０
０
万
円
、
基
金
か

ら
４
億
５
０
０
０
万
円
の
財
源
充
当
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
31
億
円
の
内
の
町
の

実
質
の
持
ち
出
し
は
１
７
０
万
円
程
度
で

あ
り
、
極
力
町
の
負
担
を
抑
え
る
努
力
を

し
て
編
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
に
は
ご
安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
通

常
ベ
ー
ス
の
予
算
規
模
は
約
33
億
円
規
模

の
骨
格
予
算
で
あ
り
ま
す
の
で
、
緊
縮
財

政
時
と
同
程
度
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
町

の
持
ち
出
し
額
を
最
大
限
に
抑
え
た
緊
縮

型
の
骨
格
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
過
去
最

大
規
模
の
予
算
を
確
保
し
、
結
果
的
に
は

町
内
経
済
に
も
貢
献
で
き
る
予
算
を
編
成

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

２　

�

庁
舎
建
設
等
の
ま
ち
な
か
賑
わ
い
再

生
事
業

　

私
の
就
任
時
に
、
町
の
最
大
の
懸
案
事

項
で
あ
り
ま
し
た
役
場
庁
舎
の
改
築
事
業

は
、
図
書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
地

域
防
災
セ
ン
タ
ー
と
複
合
化
し
た
「
中
心

拠
点
誘
導
複
合
施
設
【
か
な
え
～
る
】
」

令和３年第１回
古平町議会定例会
令和３年３月12日に開会した第１回

定例会で、町長が「行政報告」を、

教育長が「教育行政報告」を行いま

した。

令和３年度第１回古平町議会の審議内容は

次月号に掲載します



2021.4 広報ふるびら5

議会

と
し
て
整
備
し
、
現
在
の
役
場
庁
舎
と
文

化
会
館
に
つ
い
て
は
、
解
体
後
に
「
道
の

駅
ふ
る
び
ら
、
１
５
０
年
広
場
」
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
構
工
事
や
取

り
付
け
道
路
の
恵
比
須
小
路
線
改
良
工
事

を
含
め
、
「
ま
ち
な
か
賑
わ
い
再
生
事
業
」

と
し
て
、
全
体
で
国
土
交
通
省
の
社
会
資

本
総
合
交
付
金
の
「
都
市
構
造
再
編
集
中

支
援
事
業
」
の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
『
か
な

え
～
る
』
に
つ
い
て
は
、
道
内
初
の
「
Ｚ
Ｅ

Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
」
取
得
や
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
に
よ
り
、
環
境
省
の
所
管

す
る
「
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
費
等
補

助
金
」、
経
済
産
業
省
所
管
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
費
補
助

金
」
の
採
択
も
受
け
、
各
種
補
助
金
を
最
大

限
活
用
し
当
町
の
財
政
に
大
き
な
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
方

債
は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
地
方
債
の
充

当
を
優
先
し
、
過
疎
対
策
事
業
債
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
、
地
域
活
性
化
事
業

債
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
、

一
般
公
共
事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
起
債
償
還
が
大
き
な
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
ふ
る
び
ら
の
駐
車
場
整
備
事
業

に
は
、
有
利
な
財
源
確
保
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
の
事

業
と
し
て
整
備
を
要
望
し
、
事
業
実
施
に

向
け
た
事
務
レ
ベ
ル
の
協
議
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
ち
な
か
賑
わ
い
再
生

事
業
の
全
体
の
財
源
確
保
は
、
設
計
段
階

か
ら
検
討
に
検
討
を
重
ね
、
各
種
補
助
金

を
施
設
の
用
途
ご
と
に
細
分
化
し
３
省

庁
４
種
類
、
地
方
債
が
５
種
類
と
大
変

複
雑
な
財
源
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事

業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
令
和
５

年
度
中
に
全
て
の
事
業
を
完
了
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
大
変
厳
し
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
有
利
な
財
源
確
保
の
た
め
に
、
非
常

に
タ
イ
ト
で
変
更
が
き
か
な
い
こ
と
、
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
延
が
発
生
す
る

と
数
億
円
単
位
の
補
助
金
返
還
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
骨
格
予
算
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
初
予
算
に
事
業
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
補
助
申
請
や
起
債
申
請
な

ど
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
も
、
事
業
費

の
積
算
や
発
注
、
按
分
な
ど
、
今
後
必
ず

入
る
で
あ
ろ
う
会
計
検
査
対
応
を
見
据
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
高
度
な
知
識
が
必
要

で
す
。
今
後
も
失
念
や
誤
り
が
無
い
よ
う
、

適
切
に
組
織
と
し
て
複
雑
で
困
難
な
事
務

処
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

３　

財
政
の
健
全
化

　

税
収
が
約
２
億
円
と
極
め
て
財
政
基
盤

の
弱
い
古
平
町
が
、
将
来
に
わ
た
り
健
全

で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
図
る
た

め
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
よ
う
全
力
で
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
き

ま
し
た
。
私
が
、
本
間
町
政
か
ら
引
き
継

ぎ
を
受
け
た
平
成
29
年
度
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
時
過
去

最
高
額
の
予
算
を
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
大
幅
な

見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
が
、
私
が
一
番
最

初
に
行
っ
た
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
行
っ
た
の
に
も

関
わ
ら
ず
実
質
単
年
度
収
支
と
実
質
的
単

年
度
収
支
が
過
去
の
大
型
事
業
の
影
響
な

ど
に
よ
り
約
10
年
ぶ
り
に
赤
字
へ
転
落
し
、

財
源
不
足
を
補
填
す
る
た
め
基
金
取
り
崩

し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
務
事
業

の
分
野
横
断
的
な
見
直
し
を
継
続
的
に
行

い
、
令
和
元
年
度
決
算
で
は
、
こ
の
厳
し

い
社
会
・
経
済
情
勢
の
中
、
財
源
不
足
を

補
填
す
る
た
め
の
基
金
の
取
り
崩
し
を
行

わ
ず
決
算
を
終
了
し
、
令
和
２
年
度
の
決

算
見
込
み
に
お
い
て
も
、
財
源
不
足
を
補

填
す
る
た
め
の
基
金
取
り
崩
し
を
行
う
必

要
が
な
い
ほ
ど
財
政
状
況
は
大
き
く
改
善

し
、
基
金
に
つ
い
て
も
令
和
元
年
度
決
算

で
は
平
成
28
年
度
決
算
と
比
較
し
て
約
２

億
６
０
０
０
万
円
の
積
み
立
て
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
立
派
な
役
場
庁
舎
を
建
設
し
て

お
金
が
無
く
な
る
」
と
い
っ
て
い
る
方
も
い

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
説
明
し

た
と
お
り
、
複
雑
で
困
難
な
事
務
処
理
を

こ
な
し
、
各
種
補
助
金
や
有
利
な
地
方
債

を
借
り
入
れ
た
結
果
、
将
来
の
財
政
負
担

を
軽
減
で
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、
地
方
債

の
償
還
が
多
額
に
な
る
年
度
に
つ
い
て
は
、

減
債
基
金
を
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
作
り

上
げ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
向
こ
う
10
年

間
は
、
健
全
で
安
定
的
な
財
政
基
盤
を
維

持
で
き
て
お
り
、
国
や
道
の
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
産
業
政

策
や
福
祉
政
策
な
ど
の
地
域
振
興
策
を
展

開
で
き
る
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
財
政
秩
序
を
遵
守

し
た
行
財
政
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
一
旦
財
政
の
手

綱
を
緩
め
る
と
瞬
く
間
に
以
前
の
よ
う
な

財
政
状
況
に
戻
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４　

医
療
の
確
保
充
実

　

現
在
、
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事

業
協
会
の
協
力
や
社
会
医
療
法
人
公
雄
会

メ
デ
ィ
カ
ル
の
協
力
を
得
て
、
安
定
的
な

一
次
医
療
の
提
供
や
二
次
医
療
へ
の
円
滑

な
引
き
継
ぎ
体
制
を
確
保
し
な
が
ら
、
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
勤
医
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

介
護
医
療
院
の
開
設
に
あ
わ
せ
友
人
医
師

か
ら
勤
務
の
内
諾
を
得
て
、
医
師
の
確
保

に
も
目
処
が
つ
き
、
安
堵
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
私
が
こ
の
地
を
去
る
こ

と
と
な
り
友
人
医
師
と
の
交
渉
は
白
紙
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
来

週
再
来
週
に
も
医
師
と
の
面
談
を
３
件
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
経
歴
を
見
る
限

り
交
渉
成
立
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
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私
と
し
て
は
時
間
の
許
す
限
り
、
医
師
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
へ
き
地
に

お
け
る
医
師
の
確
保
は
、
全
国
的
な
問
題

で
も
あ
り
、
私
の
代
で
確
保
で
き
な
け
れ

ば
、
常
勤
医
の
確
保
に
つ
い
て
は
次
期
町

政
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

５　

恵
尚
会
と
の
訴
訟

　

私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成
29
年
度
決

算
で
は
、
診
療
所
の
指
定
管
理
料
が
、
約

７
５
０
０
万
円
と
税
収
の
約
４
割
を
診
療

所
の
運
営
に
費
や
す
と
い
う
異
常
事
態
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
運
営
を
継
続
し
て
い

れ
ば
、
財
政
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
こ

と
は
、
誰
に
で
も
容
易
に
想
像
で
き
た
こ

と
か
ら
、
指
定
管
理
者
の
恵
尚
会
に
度
重

な
る
決
算
資
料
の
開
示
と
今
後
の
運
営
方

針
の
協
議
を
依
頼
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
決
算
資
料
の
開
示
も
協
議
も
進
ま

ず
、
平
成
30
年
度
を
も
っ
て
指
定
管
理
を

終
了
し
、
令
和
元
年
度
以
降
の
契
約
は
行

え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
平
成
30
年
度
の
指
定
管

理
料
に
つ
い
て
債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
を

提
起
し
、
現
在
は
恵
尚
会
側
か
ら
訴
え
の

あ
っ
た
指
定
管
理
料
請
求
訴
訟
で
係
争
中

で
ご
ざ
い
ま
す
。
係
争
中
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
詳
し
い
内
容
は
ご
説
明
で
き
ま
せ

ん
が
、
訴
訟
の
中
で
提
出
の
あ
っ
た
決
算

資
料
の
内
容
を
見
ま
す
と
、
指
定
管
理
料

と
し
て
町
が
負
担
す
べ
き
経
費
と
し
て
到

底
認
め
ら
れ
な
い
経
費
も
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
本
訴
訟
を
通

じ
て
、
適
正
な
精
算
が
行
わ
れ
る
よ
う
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

６　

高
齢
者
福
祉
施
策

　

私
が
町
長
に
就
任
し
た
当
時
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
の
建
設
が
古

平
町
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
。

　

老
人
福
祉
法
、
介
護
保
険
法
な
ど
の
改

正
に
よ
り
、
特
養
の
需
要
は
５
年
前
か
ら

急
激
に
減
少
し
、
今
で
は
各
地
で
空
床
も

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
全

国
の
自
治
体
で
は
、
最
期
の
看
取
り
ま
で

可
能
な
「
介
護
医
療
院
」
を
競
っ
て
設
置

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
町
立
診
療
所
の
２

階
、
19
床
の
空
き
病
床
を
利
用
し
て
開

設
を
進
め
て
い
ま
す
。
後
志
広
域
連
合
の

介
護
保
険
計
画
に
掲
載
さ
れ
、
病
室
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
医

師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
と
お
り
で
す
が
、
早
期
の
開
設
に
つ

い
て
、
次
期
町
政
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
多
額
な
維
持
補
修
費
が
見
込
ま
れ

る
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
に
集
約
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
の
よ
い
「
小
規
模
多

機
能
居
宅
介
護
」
へ
の
転
換
、
全
て
の
高

齢
者
や
そ
の
家
族
が
元
気
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
へ
向
け
て
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
介
護
保
険
地
域
支
援
事
業
の

強
化
、
担
い
手
と
な
る
社
会
福
祉
協
議
会

の
機
能
強
化
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
も
、

次
期
町
政
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

７　

教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な

る
教
育
長
の
選
任
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
石

川
教
育
長
は
、
任
期
満
了
で
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
後
任
の
教
育
長
は
、
次

期
町
政
に
委
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
今
定
例
会
で
は
議
案
提
出
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

８　

最
後
に

　

こ
の
古
平
町
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
町
に
町
長
と
し
て
就
任
し
た

当
時
の
施
策
、
特
に
従
来
の
バ
ラ
マ
キ
型

手
法
を
用
い
た
事
業
は
、
縮
小
や
廃
止
と

い
う
大
変
厳
し
い
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
厳
し
い
判
断
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
本
町
の
税
収
と
財
政
規
模
を

考
え
た
と
き
に
、
財
政
破
綻
す
る
こ
と
が

容
易
に
予
想
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

１
つ
の
自
治
体
で
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
は
難
し
い
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
本
町
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
事
業
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
選

択
、
重
点
化
こ
そ
が
町
民
生
活
の
向
上
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

次
期
町
政
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
一

致
協
力
し
古
平
町
の
一
層
の
発
展
を
祈
念

し
て
い
ま
す
。

　

以
上
で
こ
れ
ま
で
４
年
間
の
行
政
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
行
政
報
告

　

令
和
３
年
第
１
回
の
定
例
会
の
開
会
に

あ
た
り
、
教
育
行
政
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
先
ほ
ど
貞
村
町
長
か
ら
報
告

の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
３
月
末
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
行
政
の
中
で
特
に
力
を

入
れ
て
き
た
点
に
つ
い
て
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　

学
力
・
体
力
の
向
上

　

学
力
や
体
力
の
向
上
が
当
町
の
重
要
課

題
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
校
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
の
結
果
な
ど
を
活
用
し
た

授
業
改
善
に
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
基
礎
学
力
の
定
着
が
難

し
い
子
ど
も
た
ち
に
対
応
す
る
た
め
、
令

和
元
年
度
か
ら
は
国
の
加
配
を
活
用
し
、
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子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
応
じ
た
少
人
数
指

導
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後

学
習
で
行
う
課
題
の
採
点
を
放
課
後
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
、
教
員
が
学

び
直
し
の
指
導
を
す
る
時
間
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
基
礎
的
な
学
力
の
定
着
は
、
標

準
学
力
調
査
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

体
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
体
育
専
科
教

員
を
中
心
と
し
て
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
全

学
年
の
実
施
、Ｔ
Ｔ（
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
）
で
授
業
を
行
い
、
担
任
の
授
業

力
向
上
を
図
る
取
組
、
授
業
以
外
で
も

ゲ
ー
ム
感
覚
で
取
り
組
め
る
運
動
の
普
及

を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
は
着
実
に

向
上
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
全
国
調
査
で
は
大
き
な
成

果
を
お
示
し
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学

校
全
体
で
取
り
組
む
体
制
を
作
る
こ
と
は

で
き
ま
し
た
の
で
、
継
続
し
て
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
に
よ
り
成
果
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

２　

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実

　

古
平
の
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
良
さ
を

体
験
す
る
機
会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。
小
中
学
校
で
は
、
漁
協
青

年
部
に
よ
る
出
前
授
業
な
ど
を
実
施
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
漁

協
や
農
業
者
の
協
力
に
よ
る
磯
ツ
ブ
駆
除

体
験
、
田
植
え
・
稲
刈
り
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
道
教
委
の
「
海
洋
教
育
パ
イ
オ

ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
受
け
、
海

に
つ
い
て
の
学
習
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、「
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
王
国
」
の
中
で
、

丸
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
高
齢
者
と
一
緒
に
盆

踊
り
や
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
学
習
や
体
験
が
、
将
来
の
古
平
を
担
う

人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

３　

教
員
研
修
の
充
実

　

「
教
育
は
人
な
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
員
の
資
質
能

力
は
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
教
員
人
事

に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
研
修

機
会
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
後
志
教
育

局
と
連
携
し
、
管
理
職
員
対
象
の
研
修
会

や
全
教
職
員
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
道
立
教
育
研
修
所
と

連
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
関
す

る
研
修
や
理
科
教
育
の
指
導
方
法
の
研
修

を
行
う
な
ど
、
教
員
が
本
町
で
研
修
を
受

け
る
機
会
を
設
け
て
参
り
ま
し
た
。
小
中

学
校
で
は
、
学
校
全
体
で
研
修
に
取
り
組

む
体
制
が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
も
教
員
の
資
質
向
上
が
図
ら
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

４　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
平
成
30
年
８
月
の
古
平
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会
の
開
催
、

令
和
元
年
度
の
準
備
委
員
会
を
経
て
、
令

和
２
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
導
入
し
、「
学
校
運
営
協
議
会
」、「
ふ

る
び
ら
学
校
応
援
団
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
２
回
の
協
議
会
で
学
校
に
必

要
な
支
援
な
ど
の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、

学
校
応
援
団
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

学
校
応
援
団
に
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
い
た
だ
き
、
学
校
の
活
性
化
に

加
え
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
、

「
学
び
」
と
「
活
動
」
の
循
環
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
23
日
の
第
３
回
の
協
議
会
で
、
小

中
学
校
の
学
校
経
営
方
針
の
承
認
を
初
め

て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
が
今
後
一
層
充

実
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

５　

図
書
館
の
充
実

　

本
町
で
は
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
借
り
て
も
ら
う
た
め
に
は
図
書

室
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。
ま
ず
、
無
人
で
貸
し
出
し
を
し
て
い

た
図
書
室
に
一
定
時
間
職
員
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協

力
に
よ
る
図
書
室
の
飾
り
つ
け
や
本
の
整

備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
土
日
も
利
用

で
き
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

に
座
っ
て
本
を
読
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

図
書
を
増
や
す
と
と
も
に
、
道
立
図
書
館

と
連
携
し
て
大
量
の
新
刊
図
書
の
借
受
、

図
書
館
運
営
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
利

用
し
や
す
い
図
書
室
と
な
る
よ
う
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

将
来
の
図
書
館
移
行
に
向
け
て
蔵
書
の

整
備
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
ま
す
ま
す
活

用
し
や
す
い
図
書
室
と
な
り
、
読
書
活
動

が
推
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

６　

最
後
に

　

昨
年
度
末
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
町
長
部
局
と
連
携
し

て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
今

年
度
の
教
育
課
程
を
無
事
に
修
了
で
き
ま

す
の
は
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
、

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
の

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
教
育
長
と
し
て
大
き
な

成
果
を
残
せ
た
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
に
つ
な
が
る
基
礎
は
で
き
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
学
校
は
も

と
よ
り
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
た

く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

古
平
町
の
教
育
の
振
興
の
た
め
に
、
町

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
教

育
行
政
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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住民生活を４事業で支援！
～新型コロナウイルス対策～

【事業費総額9,100万円】（うち国の交付金7,508万３千円活用）

1．上下水道超過料金50％減額！【手続き不要】　～上下水道料金減免事業～

【目的・効果】

　町民の生活や経済活動を支援するため上下水道料金の減免を行うものです。

【事業内容】

・上下水道料金のうち、４～９月分の従量料金（超過料金）を50％減免する。

【所要額】

　2,500万円

2．事業者の事業継続を支援！　～小規模事業者持続化支援給付金事業（仮称）～

【目的・効果】

　大きな影響を受けている事業者に対し、事業継続や再起のため、給付金を通じ支援するものです。

【事業内容】

・対象：2021年１月以降、2019年同月比で50％以上事業収入が減少した月がある事業者

・給付額：上限10万円

【所要額】

　1,300万円

3．町内建設業を支援！　～公共施設長寿命化・強靭化等地域の建設業応援事業～

【目的・効果】

　町内の中小建設業を支援するため、地域経済の景気対策として、

予定していた建設工事を前倒しして実施するものです。

【事業内容】

・恵比須小路線雨水排水改修工事

・公営住宅解体工事

　（旭団地１棟５戸、清丘団地２棟４戸）

【所要額】

　4,700万円

4．福祉施設等の感染防止を強化！～福祉施設等職員コロナウイルス抗体検査実施事業～

【目的・効果】

　町内の福祉施設等で働く職員の方を対象にコロナウイルス抗体検査を

実施し、施設内の感染対策の強化を図るものです。

【事業内容】

・余市協会病院での検査料２万円を助成

【所要額】

　600万円
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選挙

●　選挙の日程
　　４月20日（火）　選挙期日告示・立候補届出

　　４月21日（水）～４月24日（土）　期日前投票・不在者投票

　　４月25日（日）　選挙期日

　　　投票（午前７時～午後６時）

　　　開票（午後８時、場所：文化会館）

●　投票できる人
　　□年齢要件　平成15年４月26日以前に生まれた人（満18歳以上の方）

　　□住所要件　�令和３年１月19日以前に転入の届出をし、引き続き古平町の住民基本台帳に登録され

ている人

●　期日前投票
　�　仕事・旅行・冠婚葬祭・レジャーなど、何らかの理由で投票日に投票できない方は、選挙期日前で

も投票できます。（入場券をご持参ください。）

　　簡単な手続きで、選挙当日と同じ投票ができます。印鑑は必要ありません。

　　□期間　４月21日（水）から４月24日（土）まで　４日間

　　□時間　午前８時30分から午後８時まで

　　□場所　役場地下会議室（役場中央玄関からお入りください）

●　不在者投票
　◎病院・施設での投票

　　�　指定施設に入院又は通所されている方は、本人の請求により指定施設でも投票できますので、施

設管理者に申し出てください。

　◎郵便等による不在者投票

　　�　身体障害者手帳、戦傷病者手帳又は介護保険の被保険者証をお持ちの方で、一定以上の要件に該

当する方は、自宅で不在者投票（代理記載を含む）をする制度がありますので、選挙管理委員会に

お問い合わせください。

　◎滞在地での不在者投票

　　�　仕事や旅行などで他の市町村に滞在中で、投票日までに古平町に帰ることができない方は、郵便

により不在者投票をすることができますので、選挙管理委員会にお問い合わせください。

注意！！

不在者投票をする場合は、手続きに日数を必要としますので、早めに選挙管理委員会

にお問い合わせください。

※�　立候補届出日（４月20日）において、立候補者が１名であるとき又は選挙期日の前日までに立候補

者が１名になったときは、投票は行われません。

古平町選挙管理委員会     ☎　４２－２１８１（役場内）

古 平 町 長 選 挙
投票日は４月25日(日)
投票時間は午前７時から午後６時までです
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健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

春
の
住
民
セ
ッ
ト
健
診
の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
住
民
セ
ッ
ト
健
診
は
、
基

本(

特
定)

健
診
・
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
・
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
査
を
自
由

に
組
み
合
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
年
も
健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
身

体
が
健
康
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

 

申
し
込
み
は
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で

　

健(

検)

診
の
お
申
し
込
み
及
び
詳
細
に

つ
い
て
は
、広
報
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
「
春

の
住
民
セ
ッ
ト
健
診
の
お
知
ら
せ
」(

黄

色
紙)

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

医
療
保
険
や
年
齢
で

�

受
け
方
が
変
わ
り
ま
す

　

ま
た
、
基
本(

特
定)

健
診
に
つ
い
て
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
及
び
年
齢
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
健
診
項
目
や
受
け
方
、

料
金
な
ど
全
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

下
記
の
「
基
本(

特
定)

健
診
の
受
け
方
」

を
よ
く
読
み
、
ご
自
身
が
ど
の
形
態
に
該

当
す
る
か
を
確
認
し
て
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
春
の
住
民
セ
ッ
ト
健
診

�

（
基
本(

特
定)

健
診
）
の
受
け
方
】

◆�

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
の
方

　

町
の
健
診
の
対
象
で
す
。
町
の
設
定

し
た
金
額
で
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
65
歳
以
上
で
特
定
の
障
害
の

あ
る
方
も
含
み
ま
す
。

◆
生
活
保
護
受
給
者
の
方

　

町
の
健
診
の
対
象
で
す
。
無
料
で
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆�

そ
れ
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方

①�

19
歳
～
39
歳
の
方
は
、
町
の
設
定
し

た
金
額
で
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②�

40
歳
～
74
歳
の
方
は
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
健
診
料
金
が

異
な
り
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
に
よ
る
特
定
健
診
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

 

新
た
に
増
え
る
健
診
の
方
法

　

こ
れ
ま
で
、
基
本(

特
定)

健
診
は
、
春

と
秋
の
年
２
回
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
古
平
会
場

で
の
実
施
が
春
の
１
回
に
な
る
か
わ
り
に
、

医
療
機
関
や
検
診
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
新
た
に
追
加
と

な
る
健
診
の
受
け
方
は
、
次
の
２
つ
に
な

り
ま
す
。

◆
病
院
で
受
け
る
個
別
検
診

　

指
定
の
医
療
機
関
で
、
６
～
３
月
の
期

間
内
に
ご
自
身
で
都
合
の
良
い
日
を
選
択

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
け
ら

れ
る
の
は
特
定
健
診
の
み
で
、
が
ん
検
診

は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
受
診
は
、

直
接
医
療
機
関
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
医
療
機
関(

予
定)

○
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
勤
医
協
余
市
診
療
所

○
余
市
協
会
病
院　

○
小
嶋
内
科

○
わ
た
な
べ
内
科　

○
中
島
内
科

○
池
田
内
科　
　
　

○
森
内
科

◆
無
料
送
迎
バ
ス
健
診

　

秋
～
冬
期
間
内
の
決
め
ら
れ
た
日
程
の

中
か
ら
都
合
の
良
い
日
を
選
択
し
、
無
料

送
迎
バ
ス
で
札
幌
の
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

（
北
海
道
対
が
ん
協
会
）
へ
行
く
健
診
で

す
。
こ
こ
で
は
特
定
健
診
の
他
、
が
ん
検

診
も
一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
町
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

各
健
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
時
期
が

近
く
な
り
ま
し
た
ら
改
め
て
皆
さ
ま
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

古
平
町
役
場
保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
係
（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
42-

２
１
８
２

春
の
住
民
セ
ッ
ト
健
診
の

申
込
受
付
中
！

～
今
年
か
ら
健
診
が
よ
り
受
け
や
す
く
～

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

①～⑥は日程が決まっているものです　●は好きな時に受診できるものです

①【春の住民セット検診】
５月16.17日

(日.月)

②【すまいる検診】
９月26.27日

(日.月)

③～⑥【無料送迎バス検診】
10月26日(火)11月２日(火)
１月26日(水)２月３日(木)

◆特定検診
◆胃・肺・大腸がん検診
◆�肝炎・エキノコックス

検査

◆乳がん
◆子宮頚部がん検診
◆卵巣超音波検査
◆骨粗しょう症検診

◆特定検診
◆�胃・肺・大腸・乳・子宮が

ん検診

会場：漁港会館 会場：漁港会館 会場：札幌がん検診センター

健
診
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
Ｒ
３
）
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役場

　

古
平
町
で
は
、
公
共
施
設
を
民
間
団
体

等
に
管
理
し
て
も
ら
う
『
指
定
管
理
者
制

度
』
で
多
く
の
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
日
本
海
ふ
る
び
ら

温
泉
し
お
か
ぜ
、
古
平
家
族
旅
行
村
の
３

施
設
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
の
方
針
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
日
本
海
ふ
る
び
ら

温
泉
し
お
か
ぜ
は
、
こ
の
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
今
年
３
月
ま
で
の
法
人
に
、
４

月
以
降
も
引
き
続
き
管
理
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
平
家
族
旅
行
村
は
、
令
和
３
年
度
の

営
業
を
休
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
昨

年
12
月
の
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
済
）
。

　

休
止
の
理
由
は
２
つ
あ
り
、
最
大
の
理

由
は
、
家
族
旅
行
村
周
辺
で
ヒ
グ
マ
の
目

撃
情
報
が
頻
発
し
て
お
り
、
現
状
の
ま
ま

で
は
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
な
い
た

め
で
す
。
ま
た
、
建
物
や
施
設
が
老
朽
化

し
て
お
り
、
多
額
の
修
繕
費
用
が
か
か
る

こ
と
も
理
由
の
１
つ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
の

１
年
間
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
運
営
を

綿
密
に
計
画
す
る
期
間
と
し
て
、
休
止
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

旅行村は
引き続き休止

令和３年度

温泉・パークゴルフ場はこれまでどおり運営

　古平町に住所を有する満75歳以上の方を対象に、日本海
ふるびら温泉しおかぜの優待券（入館無料回数券）を配布し
ます。

　１　対 象 者　　昭和22年４月１日以前に生まれた方
　２　配 布 申 請　　22枚綴１冊を、申請された使用者本人にお渡しします。
　　　　　　　　　　代理人への配布はできませんので、温泉利用の折に本人が申請してください。
　３　使　　　用　　配布を受けた入館無料回数券は、本人以外の方は使用できません。
　４　有 効 期 間　　令和３年４月２日から令和４年３月31日までの１年間有効。
　５　問い合わせ　　日本海ふるびら温泉「しおかぜ」☎４２－２２９０
　６　受　　　付　　令和３年４月２日午前10時から温泉で随時受付します。
　７　そ の 他　　申請書に印鑑が必要ですので、ご持参ください。
　　　　　　　　　　入館無料回数券は、お申し込み次第お渡しします。
　　　　　　　　　　回数券作成のため、写真撮影にご協力ください。
※優待券は、75歳となった本人以外は利用できません。
※夫婦間で譲り受けることも禁止です。
※本人以外の利用を発見した場合は、今後の配布について検討します。
※ルールをまもって気持ち良くご利用ください！

　　　 75歳以上の方に
温泉優待券を配布しています！

【令和４年３月31日までに75歳になる方が対象です】

入館料
大人

(高校生以上)
１回券 550円
12回券 6000円

子ども
(小中学生)

１回券 250円
12回券 2500円

家族風呂 １時間 1100円
※家族風呂利用には別途入館料が必要
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� お知らせ

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
北
海
道
が
行
う
「
古

平
漁
港
海
岸
老
朽
化
対
策
工
事
」
が
始
ま

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
事
業
の
目
的
は
？

　

既
存
の
海
岸
護
岸
は
、
昭
和
40
年
代
に

築
造
さ
れ
た
も
の
で
、
50
年
ほ
ど
経
過
し

て
い
る
た
め
、
損
傷
や
老
朽
化
が
著
し
い

状
況
で
す
。
特
に
「
石
積
み
形
式
」
で
施

工
さ
れ
て
い
る
一
部
区
間
は
、
損
傷
が
顕

著
に
み
ら
れ
高
波
が
来
襲
し
た
際
、
施
設

が
倒
壊
に
至
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ま
せ

ん
。

　

こ
の
た
め
、
海
岸
護
岸
の
改
良
工
事
を

実
施
し
、
背
後
施
設
や
人
命
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
工
事
は
何
年
か
か
る
の
？

　

工
事
実
施
の
計
画
期
間
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
８
カ
年
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
１
年
の
う
ち
、
工
事
を
行
う
期
間
は
？

　

各
年
、
５
月
末
頃
に
工
事
受
注
者
を
決

定
し
、
７
月
初
旬
か
ら
12
月
末
ま
で
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
海
象
状
況
な
ど
の
影

響
か
ら
、
工
事
時
期
が
前
後
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

■
工
事
で
騒
音
や
振
動
は
な
い
の
？

　

近
年
の
公
共
工
事
で
は
、
低
騒
音
タ
イ

プ
の
施
工
機
械
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
工
事
で
も
、
な
る
べ
く
騒
音
や
振
動

を
抑
制
で
き
る
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す

が
、
全
て
の
騒
音
や
振
動
を
防
ぐ
こ
と
は

困
難
な
状
況
で
す
。

　

工
事
中
は
、
騒
音
や
振
動
を
計
測
し
な

が
ら
施
工
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
予
期

で
き
な
い
騒
音
・
振
動
が
発
生
し
た
際
は
、

原
因
を
究
明
し
、
十
分
な
騒
音
・
振
動
対

策
を
講
じ
た
う
え
で
、
工
事
を
進
め
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

後
志
総
合
振
興
局
小
樽
建
設
管
理
部

　

共
和
出
張
所

　

☎
０
１
３
５-

62-

１
８
１
８

▲既存海岸護岸の老朽化状況（H29.8撮影）

護岸（改良）

計画延長

　Ｌ＝276.8ｍ

古平漁港海岸の
海岸護岸の改良工事を行います
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お知らせ

　

お
子
さ
ん
の
よ
り
良
い
成
長
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
巡
回
児
童
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

　

巡
回
児
童
相
談
で
は
、
北
海
道
中
央
児

童
相
談
所
の
「
児
童
福
祉
司
」
と
「
児
童

心
理
判
定
員
」
に
よ
る
こ
ど
も
の
発
達
や

関
わ
り
方
に
関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
成
長
の
こ
と
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
る
！

◆
こ
と
ば
が
気
に
な
る

　

�

発
音
、
話
し
方
、
吃
音
、
こ
と
ば
の
遅

れ
、
独
り
言
な
ど

◆
発
育
や
発
達
の
様
子
が
気
に
な
る

　

　

�

視
線
が
合
わ
な
い
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
、

年
齢
に
合
っ
た
遊
び
が
で
き
な
い
な
ど

◆
落
ち
着
き
の
な
さ
や
行
動
が
気
に
な
る

　

�

落
ち
着
い
て
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
常

に
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
、
飛
び
出
す
、

暴
力
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ど

◆
他
の
子
と
う
ま
く
遊
べ
な
い

　

�

人
と
の
や
り
取
り
が
苦
手
、
人
の
輪
に

入
れ
な
い
な
ど

◆
し
つ
け
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

◆
療
育
手
帳
の
判
定
・
更
新

※�

こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々
な
相
談
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。

巡
回
児
童
相
談
人
数

　

Ｈ
30　

７
人

　

Ｈ
31　

７
人

　

Ｒ
２　

２
人

巡
回
児
童
相
談
は
、
申
込
が
必
要
で
す

◆
実
施
日
及
び
場
所

　

令
和
３
年
５
月
26
日(

水)

漁
港
会
館

　

令
和
３
年
11
月
17
日(

水)

漁
港
会
館

◆
申
込
期
間
（
５
月
分
）

　

４
月
７
日(

水)

ま
で

※�

利
用
人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
申
し

込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
別
日
及
び
別

会
場
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

指
定
日
時
及
び
申
し
込
み
期
間
以
外
で

も
相
談
は
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

　

☎
42-

２
１
８
２
（
内
線
12
）

「
巡
回
児
童
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

お
子
さ
ん
に
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　海洋センターでは本も借りることもできます。

　冊数自体は少ないですが、文化会館図書室が利用できない時間帯や休日、仕事帰りに利用できます。

　また、道立図書館の新刊の貸出しや、文化会館図書室で借りた本の返却、リクエストなどもできます

ので、ぜひご利用ください。

■海洋センター図書コーナー利用時間　火～日曜日　９：00～20：45　※月曜日は休館日です。

■貸出冊数　５冊まで

■貸出期間　２週間

海洋センター図書コーナーのご案内
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� 出来事

㊤木のおもちゃで遊ぶ子どもたち
㊨感謝状をお渡ししました

木の棒で運動するようす

丁寧に花を詰めていく参加者

北海道森林組合連合会と農林中央金庫では、環境保
全に重要な役割を果たしている森林を時代へつなぐた
め、市町村が取り組む森林環境教育を支援しています。
その活動の一環として幼児センターへたくさんの木の
おもちゃの寄贈がありました。
おもちゃには『KEM』の印字があり、札幌の木工
デザイナーの煙山康子さんの工房で道産のトドマツや
カラマツから作られているものです。
受贈にあたり幼児センターの五十嵐所長は「子ども
たちはとても喜ぶと思います。大切に使わせていただ
きます」とお礼を述べていました。

２
22 自然のぬくもり、たくさんの木のおもちゃ

幼児センターへ木のおもちゃ

文化会館で、古平福祉会の辻田先生を招き転倒骨折
予防運動教室が行われ、10名の参加者が集まりまし
た。今年は新型コロナウイルスの影響で、全６回の予
定を４回に減らし、２回目のこの日は、現在の体力年
齢を調べる体力測定で現状を把握しました。
また、１ｍの木の棒や手のひら大のスポンジボール
を使い、歩行や日常動作で使う筋肉を鍛える体操では、
見た目の動き以上に体に効果があり、腕や足がだるく
なった方が多くいました。
参加者の女性は「コロナで休みが増えたが、参加で
きて大変よかったです」と話してくれました。

２
26 気軽な運動で日常生活動作が向上

転倒骨折予防運動教室

Ｂ＆Ｇ海洋センターで、文化教室の活動として花工
房彩の齋藤長子さんを講師に招き、フラワーボックス
作りが行われました。
フラワーボックスとは、箱の中にお花を詰めていく
もので、贈り物としても人気があります。今回はひな
まつりに因みひし形の箱の中にガーベラやフリージア
などたくさんの種類のお花を詰めていきました。齋藤
先生は、大きい花を入れた後に小さい花を入れること
や葉物でオアシスを隠すことなどを参加者にアドバイ
スしていました。
参加者の女性は「とっても可愛くできてお部屋に飾
るのが楽しみです」と話してくれました。

３
２ ひなまつりを飾る可愛いお花
文化教室～フラワーボックス作り～
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出来事

真剣に訓練する職員

キンボールを楽しむようす

授賞のようす

北後志消防組合古平支署で、職員の個々の技術向上
や職員間の連携強化を目的に職員対抗の放水競技訓練
が行われました。
訓練は５人ごとの３班に分かれホースを操り出し２
ヶ所目の的を放水し落とし、すべてのホースを巻き取
り終わるまでの時間を競うというものです。
職員は皆、機敏かつ真剣に競技に臨み、競技前後に
は動きの確認や後輩への指導も行われていました。
佐藤敏治支署長は「ホースの扱いは基本の動き、入
って２・３年目の職員が多い中、基礎能力向上につな
がったと思う」と訓練を総括していました。

３
５ 訓練を通し技術向上・連携強化
消防放水競技訓練

少年少女わんぱく王国の活動で雪中サッカーとキン
ボールが行われ、12人の参加者が集まりました。
雪中サッカーでは、寒い中でしたが、６人ずつに分
かれ雪上を元気に駆け回り、一生懸命ボールを追いか
けていました。キンボールは、４人３チームで、相手
チームが打った直径１ｍちょっとある大きな玉を他の
２チームが落とさないようにキャッチする競技で国際
大会も行われています。どちらの競技でも考えながら
声を掛け合い、チームワークが向上したようでした。
小学６年の三上夢生さんは１年を振り返り「コロナ
で活動に制限はあったけれど、できる範囲でとても楽
しく参加できました」と話してくれました。

３
６ 楽しくプレーしチームワークアップ
少年少女わんぱく王国～レクレーション～

職業人として社会で活躍されている障がい者を表彰
する北海道善行賞（優良勤労障がい者）の表彰式が
古平福祉会法人法部で行われ、山村哲夫さん（65歳）
が後志総合振興局北谷啓幸局長から表彰状と記念品を
受け取りました。
山村さんは、平成７年に東京都から転入し古平福祉
会の支援のもと、たらこの加工販売を営む株式会社か
ねきち吉野に就職。以来26年間商品の漬け込みから
施設の清掃まで多岐の業務に従事し、職場内では模範
的な働きで同僚からも親しまれています。　
山村さんは「当初、環境の変化への対応が大変だっ
たが、こうして受賞できて大変嬉しい」と話した。

３
10 職場の模範として長く活躍

北海道善行賞表彰式
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� お知らせ

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
改
定

■
令
和
３
年
度
の
保
険
料
率
改
定
■

　

令
和
３
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か

ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・
45
％
（
＋
０
・

04
ポ
イ
ン
ト
）
、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

80
％
（
＋
０
・
01
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま

す
。
健
康
保
険
料
率
及
び
介
護
保
険
料
率

の
引
き
上
げ
に
関
し
ま
し
て
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
■

　

保
険
料
率
は
各
都
道
府
県
の
医
療
費
水

準
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道

の
医
療
費
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
保
険
料
率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医

療
費
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
検
診
の
受

信
、企
業
を
挙
げ
て
の
健
康
づ
く
り
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
な
ど
の
取

り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２（
代
表
）

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）、

医
科
・
歯
科
幹
部
、
自
衛
官
候
補
生
・
一

般
曹
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
募
集
！

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会
で
は
、
６
月
に
札
幌
市
で
開
催
す

る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の

「
市
民
審
査
員
」
を
公
募
し
ま
す
。

○
活
動
日
程

　

６
月
12
日
（
土
）
11
時
半
～
19
時
半

　

６
月
13
日
（
日
）
９
時
～
22
時

　

こ
の
う
ち
の
３
～
４
時
間
程
度

○
活
動
場
所

　

札
幌
市
中
央
区
（
大
通
公
園
周
辺
）

○
活
動
内
容

　

演
舞
の
審
査

○
募
集
期
間

　

４
月
１
日
～
４
月
30
日
（
必
着
）

○
募
集
人
数

　

約
１
１
０
人

○
そ
の
他

　

詳
細
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

https://www.yosakoi-soran.jp/

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

　

実
行
委
員
会

　

☎
０
１
１-

２
３
１-

４
３
５
１

国
税
専
門
員
募
集

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

①�

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

②�

平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
な
ど

別
に
定
め
る
者

○
申
込
受
付
期
間

　

３
月
26
日
（
金
）～
４
月
７
日
（
水
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.html

○�

第
１
次
試
験
日
【
基
礎
能
力
試
験
、
専

門
試
験
（
多
岐
選
択
式
及
び
記
述
式
）】

６
月
６
日
（
日
）

○
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

６
月
29
日
（
火
）
９
時

○�

第
２
次
試
験
日
【
人
物
試
験
・
身
体
検

査
】

　

７
月
５
日
（
月
）
～
７
月
16
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

○
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
17
日
（
火
）

○
そ
の
他

　

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
（
総
務
課
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　

☎
０
１
１-

２
３
１-

５
０
１
１

　

余
市
税
務
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
・

金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活

躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
受
験
資
格

①�

１
９
９
１
年
４
月
２
日
か
ら
２
０
０
０

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②�

２
０
０
０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

・�

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
２
０
２
２
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

・�

短
大
又
は
高
専
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

０
２
２
年
３
月
ま
で
に
短
大
又
は
高
専

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　

令
和
３
年
３
月
26
日
（
金
）
９
時
～

　

令
和
３
年
４
月
７
日（
水
）【
受
信
有
効
】

○
受
験
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

j
uken.

htm
l

○
第
１
次
試
験
日

　

令
和
３
年
６
月
６
日
（
日
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お知らせ

余
市
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
所
得
税
等
の
申
告
・
納
付
期
限
が
延
長

　

令
和
２
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
、
贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
期
限
・
納

付
期
限
は
、
令
和
３
年
４
月
15
日
（
木
）

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

②
振
替
納
付
日
に
つ
い
て

　

右
記
の
と
お
り
申
告
・
納
付
期
限
が
延

長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
振
替
納
税
を
ご

利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
振
替
納
付
日
に
つ

い
て
も
、
次
の
と
お
り
延
長
さ
れ
ま
す
。

●
申
告
所
得
税

　

当　

初　

令
和
３
年
４
月
19
日
（
月
）

　

延
長
後
　
令
和
３
年
５
月
31
日
（
月
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　

当　

初　

令
和
３
年
４
月
23
日
（
金
）

　

延
長
後
　
令
和
３
年
５
月
24
日
（
月
）

※
確
実
に
振
替
納
付
で
き
る
よ
う
、
振
替

納
付
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

振
替
納
付
日
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
振
替
納
付
日
が

延
納
期
限
と
同
じ
令
和
３
年
５
月
31
日

（
月
）
と
な
る
た
め
、
確
定
申
告
書
に
延

納
届
出
額
を
記
載
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

上
記
振
替
納
付
日
に
納
付
い
た
だ
く
税
額

の
全
額
が
引
落
し
さ
れ
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

余
市
税
務
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３
（
代
表
）

税
込
価
格
の
表
示（
総
額
表
示
）が
必
要
に

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、
税
込
価
格

の
表
示（
総
額
表
示
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

総
額
表
示
の
目
的
は
、
消
費
者
が
値
札

や
広
告
に
よ
り
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
選

択
・
購
入
を
す
る
際
に
、
支
払
金
額
で
あ

る
「
消
費
税
額
を
含
む
価
格
」
を
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
し
、
価
格
の
比
較
も
容
易

に
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

○
事
業
者
が
消
費
者
に
対
し
て
行
う
価
格

表
示
が
対
象
で
す
。

○
転
倒
の
値
札
や
棚
札
な
ど
の
ほ
か
、
チ

ラ
シ
、
カ
タ
ロ
グ
、
広
告
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
表
示
媒
体
で
も
総
額
表
示
の
対
象
で

す
。どんな表示が良いの？　○or×

※税込価格１万780円(税率10％)

○10,780円

○10,780円（税込）

○10,780円（うち税980円）

○10,780円（税抜価格9,800円）

○10,780円（税抜価格9,800円、税980円）

○ 9,800円（税込10,780円）

× 9,800円（税抜）

× 9,800円（本体価格）

× 9,800円＋税

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
Ｈ
Ｐ
「
消
費
税
の
総
額
表
示
義

務
と
転
嫁
対
策
に
関
す
る
資
料
」
ペ
ー
ジ

https://www.mof.go.jp/tax_policy/

summary/consumption/d03.htm

　町内の交通事故死ゼロが令和３年１月31日で5500日

を達成し、公益社団法人北海道交通安全推進委員会か

ら表彰されました。古平町では、平成18年１月10日以

降交通事故死が発生していません。

　道内では西興部村9527日、京極町6249日、島牧村

6043日に次ぐ４番目です。（※令和３年３月１日現在）

４
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科  

　
当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

４
月
４
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
(

☎
22-

２
４
４
７)

４
月
11
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

�
(

☎
32-

３
４
５
５)

４
月
18
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
(

☎
48-

５
０
０
０)

４
月
25
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
21-

５
５
６
６)

４
月
29
日
（
木
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院

�

（
☎
22-

３
９
８
９)

※�

余
市
協
会
病
院(

23-

３
１
２
６)

に
は
、

常
時
日
直
に
医
師
が
お
り
急
患
に
限
り

診
療
い
た
し
ま
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

18
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

　
　
　
　
　

整
形
外
科

古平町
交通事故死ゼロ　　
５５００日達成！
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� お知らせ

～山菜採りによる事故の防止～  「慣れた山にも、隠れた危険が！」

　例年、４月に入ると、行者ニンニクやタケノコ等の山菜を求めて入山し、山中で道に迷ったり、
沢に転落する事故が発生しています。　次の点に注意しましょう。
　○　行き先を家族に伝えましょう。
　○　無理に山奥に入らないようにしましょう。
　○　単独での入山は避けましょう。
　○　目立つ色の服装で入山しましょう。
　○　携帯電話やホイッスルを持ちましょう。

～春の全国交通安全運動の実施～  手をあげて じぶんでまもろう いのちのあいず

１　「春の全国交通安全運動」を行います
　　運動期間 ４月６日～４月15日の10日間　※４月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」です！
２　交通事故防止のポイント
　○　通園・通学をする子供たちを交通事故から守ろう！
　○　高齢者が安心して外出できる安全な社会を作ろう！
　○　自転車も「クルマ」です！
　　・　自転車は、車道が原則、歩道は例外　　・　車道は左側を通行
　　・　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　　・　安全ルールを守る　　・　子供はヘルメットを着用
３　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　○　自動車に乗ったら、全ての座席で必ずシートベルトを正しく着用しましょう。
　○�　体格等の状況によりシートベルトを適切に着用させることができない子供には、チャイルド

シートを使用しましょう。
　○�　一人ひとりが「飲酒運転をしない、させない、許さない」という強い気持ちで飲酒運転を根

絶しましょう。

◇お問い合わせ先　余市警察署　☎０１３５－２２－０１１０

～余市警察署だより～

３～５月は「黄砂」の飛来に注意！
　黄砂現象とは、アジア内陸部の砂漠や黄土高原などで舞い上がった砂やちりが風に乗って運ばれ、大

気中に浮遊しつつ降下する現象を言います。３月から５月にかけて発生することが多く、海を隔てた日

本においても大陸に近い西日本ほど多く観測されていますが、北海道でも大規模な黄砂が観測されるこ

とがあります。

　黄砂が飛来すると空に霞がかかったように見通しが悪くなり、ひどい場合には航空機の離発着にも影

響します。また黄砂粒子が付着することで、精密機器製造への影響や洗濯物、建物の窓、車などが汚れ

る等の被害が出ることもあり、人によっては咳やくしゃみなどのアレルギー反応が出るという健康被害

の報告もあります。また、発生域に近い中国、モンゴル、韓国などでは、黄砂による交通障害や農業被

害が社会問題にもなっています。

　気象庁ではホームページで常時「黄砂情報」を提供しているほか、広範囲に濃い黄砂を観測・予測し、

交通や日常生活に影響を及ぼすと判断される場合には「黄砂に関する気象情報」なども発表しています。

環境省と気象庁が共同で開設している「黄砂情報提供ホームページ」では、黄砂の今の状況や今後の予

想などを確認することができますので、外出前などにぜひ活用してください。

　〔黄砂情報提供ホームページ〕　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　←コチラから

◇お問い合わせ先　札幌管区気象台　天気相談所　☎０１１－６１１－０１７０
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『おにぎりの文化史　
� おにぎりはじめて物語』
監修：横浜市歴史博物館

　文献や絵図、考古資料などのアプ
ローチによって「おにぎりの歴史」を
探る一冊。

本の海より ～新刊が入りました～

　新刊図書が入りました。今回は専門書を多く取り揃えており、

今まで図書室の蔵書にはなかったジャンルの本が多くあります。

また、調べものに役立つ本もあり、以前より幅広い分野で図書

室をご活用できます。今まで興味のあるジャンルの本が見つか

らなかった方や、新しく何か始められる方にも対応できるよう

な構成になっております。ぜひ一度、図書室へお越しください。

　今回は新刊の中から、一般書・児童書各２冊を紹介します。
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『災害の倫理』

著：ナオミ・ザック　監訳：髙橋隆雄

　災害時の行動はいかにあるべきか、
災害事例を基に、倫理学の観点から検
討した一冊。

『ミシンなしでかんたん！
かわいい手芸　どうぶつ①』
著：C.R.Kdesign　シーアールケイデザイン

　紙やフェルトなどの材料で、簡単に
作れる動物の手芸を紹介した一冊。

『47都道府県
かんたん英語でふるさと紹介 ①』

監修：石川めぐみ

　47都道府県それぞれの食べ物やお
みやげを、英語で紹介できる一冊。

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
室
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幼児センターひなまつりの会
　幼児センターでひなまつりの会が行われ、手作りのひな飾りを持った園児た
ちがロビーに集まりました。子どもたちは、ひな人形を飾る理由やひし餅の色の意味、ひなまつ
りの由来について学び、それぞれ自作したひな人形を「ぼんぼりをお花紙で包みました」「朝顔の
汁で色を染めました」と堂々とみんなの前で発表していました。ま
た、園児たちが衣装を着て行う生きびなや紙芝居、ミニゲームなど、
ひなまつりを楽しんでいました。たいよう組の入間川心奈ちゃんは
「歌ったりしてとても楽しかったです」と話していました。

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	2,878人　�（－17）

　男	 1,359人　�（－９）

　女	 1,519人　�（－８）

世帯数	1,705世帯�（－９）

上記のうち

外国人	 51人　�（ ２ ）

　男	 8人　�（ ２ ）

　女	 43人　�（ ０ ）

令和３年２月末日現在
住民基本台帳人口

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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２
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ふるびら

元気っ子
町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は３月に誕生日を
迎えた子どもです。

吉
よし

野
の

　利
り

夢
む

ちゃん
３月10日生
保護者　 弘晃さん
(港町） 真季子さん

弘晃さんより
いたずらすることが大好きな男
の子です。
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